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太陽活動期のピークの期間に、 Forbush Decrease (FD：太陽フレヤやCME等によって生じるとされ、宇宙線の
強度が一時的に減少する)を数多く観測することが出来た。 
近年、FDに伴う衝撃波の到来の数時間前に、Precursor Decrease（PD）と呼ばれる局所的異方性が観測され
る事が少数例報告されている。本観測では世界で初めて、単独の観測装置によりPDの空間構造を2次元的に観
測することに成功した。著者はバックグラウンドの強度分布を分離するという独自の解析法を考案し、PDによ
って生じる空間異方性を詳細に解析し、そのボトルネック構造の存在を客観的に同定することに成功した。ま
た、PDの発生頻度やFDとの相関について統計的に調べたのは世界で初めてである。この結果、FDにおける宇
宙線の減衰の度合いが大きくなるにつれてPDの出現頻度が多くなり、～40％にも達することが今回の観測で初
めて明らかになった。これらの観測事実とその解析から、Nagashima－Fujimoto 等による長期にわたる観測と
複雑な解析を経た後に提唱されたロスコーン異方性を、初めて直接の観測によって示す事が出来た。この事は
大規模な地磁気嵐の到来を～40％程度の確率をもって数時間前に予報できる事を示唆している。 
以上の結果から、これまで未知の部分が多かった惑星間磁場の空間構造の短期的変動に関して新しい知見を
もたらす事が出来た。よって、本論文は博士（理学）の学位に値すると審査した。 
